
- 3 -

研 修 計 画 を つ く る た め に
～企画・立案のポイント～

人権教 育指導者専 門研修よりH16

人 権 教 育 を 組 織 的 ・ 計 画 的 に 推 進 し て

、 、いくには 推進 体制の整備 ・充実を図 り

人 権 教 育 ・ 啓 発 活 動 の 充 実 に 努 め る と と

指 導も に 、 地 域 で 人 権 教 育 を 推 進 す る

者 を 計 画 的 に 養 成 指 導 者 の 資し 、

、質の向上を図 るための研 修を充実さ せ

そ の 活 用 を 図 る よ う に 努 め る こ と が 大 切

です。

団体 運営や地 域活動にこ こ で は 、

取り組む指導者 人権教育・啓発事や

な ど 、 人 権 教 育 を業 に 携 わ る 指 導 者

地 域 で 実 践 し て い く 立 場 に な る 指 導 者 の

養 成 や 指 導 者 と し て の 資 質 の 向 上 を 目 指

す 研 修 を 実 施 す る こ と を 目 的 と し た 、 学

習 プ ロ グ ラ ム の 企 画 ・ 立 案 の 進 め 方 を 具

体例をも とに紹介し ていきます 。

第 Ⅰ 章 の 構 成

Ⅰ 人権教育推進のための指導者について-1

Ⅰ 学習プログラムについて-2

Ⅰ 学習プログラム作成の手順-3

( ) 年間事業計画を立てるに当たって1

( ) 個別事業計画を立てる～全体構想の立て方～2

( ) 個別事業計画を立てる～展開の組み立て方～3

Ⅰ 相談窓口紹介-4
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人権 尊重の 精神 の涵 養を図 るた めに 、社会 教育 の分 野にお いて は、 生涯学 習推進 のため

の 各種 施策を 通じ 、生 涯にわ たっ て人 権に関 する 多様 な学習 機会 を提 供し、 人権尊 重の理

念に ついて理解 を深めるこ とが求めら れています 。

具体 的には 、幼 児期 から思 いや りや 生命の 大切 さ、 善悪の 判断 など 、人間 形成の 基礎を

は ぐく む家庭 教育 、青 少年を 対象 とし たボラ ンテ ィア 活動等 の体 験活 動、公 民館等 におい

て 人権 をテー マに 取り 上げた 学級 ・講 座や人 権に 関す る学習 をプ ログ ラムの 一部に 取り入

れた 学級・講座 を通して、 人権教育を 推進してい くものと考 えられます 。

人権 教育を 広く 推進 してい くた めに は、人 々が 日常 的に人 権に つい て考え 、取り 組むこ

。 、 、 、 、 、 、とが 望まれます 地域にお いては 子 ども会 育成 会 老人会 自治会 スポーツ 少年団

Ｐ ＴＡ 、各種 サー クル 団体、 ボラ ンテ ィア団 体な どの 多様な グル ープ やサー クル、 団体が

あ りま す。こ れら のリ ーダー や指 導者 が、人 権に 関す る学習 を通 して 豊かな 人権感 覚を身

に付 けることに より、グル ープやサー クル、団

体は 、人権が尊 重された雰 囲気や環境 の中で運

営さ れることに なります。 そのことに よって、

参加 する一人一 人が豊かな 人間性を身 に付けた

り、 人権意識を 高めたりし て、人権が 尊重され

た地 域づくりに つながって いきます。 そのため

には 、地域のグ ループや団 体等のリー ダーや指

導 者 な ど 、 身 近 で 人 権 教 育 を 担 う 立 場 に あ る

の団体運営や地域活動に取り組む指導者

養成 が大切です 。

研修計画をつくるために

人権教育推進のための指導者について
Ⅰ-1

人権学習と指導者

ま た 、 公 民 館 な ど で 実 施 さ れ る

人 権 に 関 す る 学 級 ・ 講 座 等 で 、 講

師 と し て 講 話 を し た り 、 フ ァ シ リ

テ ー タ ー と し て ワ ー ク シ ョ ッ プ を

進 め た り す る こ と が で き る 指 導 者

や 、 人 権 教 育 の 視 点 に 立 っ て 研 修

・ 啓 発 事 業 を 企 画 ・ 立 案 す る こ と

人 権 教が で き る 専 門 性 を も っ た

育・啓発事業に携わる指導者

の 養成も大切です。
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人権 教育推 進の ため には、 指導 者の 方々の 資質 の向 上を図 る研 修を 実施す ること が求め

ら れま す。指 導的 立場 の方々 は、 常に 人権感 覚を 磨き 、新し い知 識を 学んだ り、技 能を高

めた りすること が大切です 。

人権 教育 推進 のため の指 導者 には、 どの よう な資質 や能 力が 求めら れるの でしょでは 、

うか 。

2003参考 人権感覚育成プログラム研究開発事業報告書 人権感覚育成プログラム研究開発委員会『 』

人 権 教 育 ・ 啓 発 事 業 に 携 わ る 指 導 者人 権 教 育 ・ 啓 発 事 業 に 携 わ る 指 導 者

◇ 対象

人権教育・啓発担当者、各種研修担当者、各種学級・講座

担当者、公民館などの行政職員、事業に関心のある住民等

◇ 求められる資質や能力（例）

・人権についての理解

・様々な人権問題についての理解

・人権意識の高揚と鋭い人権感覚

・コミュニケーション能力

・講話スキル

・ファシリテーション能力

・人権教育・啓発事業立案力

（啓発事業企画、学習プログラム作成等） など

ここに例として挙げた内容すべてを
実施するのではなく、研修のねらい

によって内容は異なります。

団体運営や地域活動に取り組む指導者団体運営や地域活動に取り組む指導者

◇ 対象

各種団体・グループ・サークルのリーダー及び指導者並び

に活動者等

◇ 求められる資質や能力（例）

・豊かな人間性

・人権についての理解

・様々な人権問題についての理解

・人権意識の高揚と鋭い人権感覚

・コミュニケーション能力

・セルフエスティーム（自尊感情）

・アサーティブな自己主張の能力

・共感と共生の姿勢

・人権が尊重された団体活動の企画・運営力 など

団体・グループ・サークルのリーダー

や指導者が、豊かな人間性をはぐくむ
活動に取り組んだり、言葉遣いなどの
環境や雰囲気に配慮したり、ときには
「ちょっとその言葉は・・・」などと

指摘できるような地域リーダーを養成
することにより、人権尊重の意識を地
域に浸透させていきたいですね。

人権が尊重された雰囲気や環境の中
で活動を進めることや、地域住民に

啓発できるようなリーダーや指導者
。の育成を目指すことが考えられます

人権や人権教育についての専門的な
、知識や技能を身に付けることにより

公民館で実施される人権学習の講師
を務めたり、ワークショップのファ
シリテーターを務めたりできる人材
を養成できますね。また、担当者が

事業の企画・立案力を身に付けるこ
とにより、充実した人権教育・啓発
事業が実施できるでしょう。

指導者に求められるものは？
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学習プログラムの「かたち」には、例えば次のようなものがあります

2000参考 『生涯学習支援のための参加型学習のすすめ方～「参加」から「参画」へ～』廣瀬隆人ほか ぎょうせい

研修計画をつくるために

学習プログラムについて
Ⅰ-2

初めて、講座を企画する

のですが 「学習プログラ、

ム」ってどういうものな

のかな？

・・・ということは「か

わる」ための活動を順序

よく並べたものが「学習

プログラム」か！

「学習」は、意識や行動が

、「 」かわることで プログラム

は活動を順序よく並べたも

のだね。

学習プログラムとは 「 「 」ための活動を、始めから終わり、 」かわる かわろうとする

まで、順序よく、流れやつながりをもって並べたものです。そこには、担当者の

思い、例えば・・・

「 “住みよいまち”にしたい」人権が尊重された雰囲気のある

「 “共に生きるまちづくり”がしたい」人権感覚を高め

「 “生き生きとした住民”になってほしい」 など豊かな人間性が育ち

を表現することができます。

ですから、学習プログラムは、方向性や課題性があるものであり 「こうなって、

ほしい」という担当者の意図や考え方が大切ですね。



- 7 -

ここではまず、準備段階のことについて説明します。

：学習目標 を設定する 前に 「ま ち」や「学 び」の実態を 把握しよう 。準 備活動段階 、

①「まち」と「くらし」の様子を知ろう

②まちの「 学び」の様 子を知ろう

③人々が 「何を学び たい」のか 知ろう、

広 い 視 野 に た っ て 、 客 観 的

に 「 ま ち 」 と 「 く ら し 」 を

見 て み よ う 、 人 権 に か か わ

る 問 題 、 課 題 は な い だ ろ う

か・・・。

・この まちは、どんなまちかな

・何が 「まち」の問題かな

・何が 「くらし」の問題かな

・ 豊 か に 楽 し く 暮 ら す に は 何 が 必 要

かな

・どん な「学び」があるのかな

・何が 問題なのか明確にしよう

・住民 の学びの支援の方向は

・ 現 状 と 課 題 、 問 題を 明 確 に しよ う

・どん な取組が不足しているか

ま ち 全 体 に 目 を 向 け 、 住 民

に 提 供 さ れ て い る 学 び の 場

、の現状を把握す るとともに

住 民 に と っ て 必 要 な 学 び を

整理しよう。

研修計画をつくるために

学習プログラム作成の手順
(1) 年間事業計画を立てるに当たって

・客観的な数字 も大切にしよう

・過去の事業の 評価を活用しよう

・ 学 習 ニ ー ズの 多 様 化 、 高 度化 に

応えよう

・学習内容と方 法を検討しよう

人 権 に 関 す る 住 民 や 地 域 社

。会の学習要求を把握し よう

身 近 な 課 題 と し て 何 が 必 要

な学びかも加味しよう 。

ここからは学習プログラム作成の手順について説明します。

学 習 プ ロ グ ラ ム は 次 の よ う な 順 序 で 編 成 さ れ ま す。

学 学 学

準 事業の目的 習 習 チラシ作成 習 評

備 設定 目 活 広報活動 活

活 標 動 動

動 設 計 展 価

定 画 開

フィード バック

年間事業計画

個別事業計画

学習展開計画

Ⅰ-3

1997参考 『人権に関する学習のすすめ方』 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター

2002『学習プログラム立案の技術』 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター
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研修計画をつくるために

学習プログラム作成の手順
(2) 個別事業計画を立てる～全体構想の立て方～

Ⅰ-3

ここでは、

「目 的」－個別事業実施主体者が何のために

何を達成するのかといった企画者

の意図を明確にしたもの

「目 標」－個別事業実施後の学習者の望まれ

る姿を示したもの

「ねらい」－学習展開の各回ごとの学習者の学

習後の達成すべき姿を示すもの

しますと

学習プログラム全体構想企画の流れ

(1)年間事業計画を立てるに当たって」をもとに、人権に関する現状をと「

らえ、今、どのような人権教育の指導者が求められているかが明確になっ

たことでしょう。

実際には、１つの個別事業を立案する前に、年間事業計画を立てることに

なります。この年間計画に基づいて個別事業のプログラムを作成し、実施

することになります。

ここからは、年間事業計画に位置付けられた個別事業の一つとして、人権

教育に関する指導者研修事業の具体的な企画・立案の手順を説明します。

まず、個別事業計画の全体を構想するための手順について述べていきたい

と思います。

事業の目的を確認しましょう

○もう一度、何のためにこの事業を実施するのか、

事業の目的を確認しましょう。また、他部局の事

業にも目を向けておきましょう。

○学習対象者を明確にすることは、学習目標の設定に

必要になるとともに、対象者の違いによって学習プ

ログラムの作成内容も大きく異なってきます。言い

換えれば、学習対象者を明確にすることにより、学

。習者の特性に応じた学習プログラムを作成できます

○学習目標は、具体的な学習プログラム内容を作成す

る指針となります。事業実施後の参加者や地域など

。の具体的な変容の姿をイメージして設定しましょう

○事業を実施する時期、回数、時間、場所などの事業

概要をイメージし、その根拠についても明確にして

おきましょう。

学習対象者を明確にしましょう

学 習 目 標 を 設 定 し ま し ょ う

実施概要を明確にしましょう



共に生きるまちづくりセミナー(1)事業名

～地域リーダーステップアップ編～

人権が尊重されたまちづくりを目指し、地域(2)事業の目的

住民一人一人の人権意識を高めるために、人
権が尊重された雰囲気や環境の中で団体、サ
ークル、グループ運営ができるリーダーや指
導者を養成する。

主催 ○○町教育委員会(3)実施主体

共催 ○○町人権啓発課

育成会役員(4)参加対象・定員

自治会役員
青少年指導者
各種団体、サークル等の代表者
等

定員 名30

月～ 月 時間 時間 × 回(5)学習期間・ 10 11 1.5 5
各回とも( ～ )学習時間 回数（ ） 19 : 00 20 : 30

○○町△△公民館(6)学習場所

人権についての理解を深め、豊かな人権感覚(7)学習目標

を身に付けることにより、団体、サークル、
グループのリーダーや指導者として、一人一
人の人権が尊重された雰囲気や環境づくりに
努めながら活動に取り組むことができる。

※Ⅰー３(３)個別事業計画を立てる～展開の組み立て方～ 参照(8)プログラムの展開

回 学習テーマ 学習内容と方法 学習支援者 備考月 日/
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人権教育と言うとかた苦しくなり
がちです。事業名は内容が分かる
とともに、親しみやすいものにす

ることも一つの工夫です。

、 、事業目的は 事業を実施する側が

何のためにこの事業を実施するの
かが分かるように、表記します。

事業実施主体の名称、共催等を表
記します。他部局との連携を図る

こともポイントです。

事業の目的に合わせて明確にする

とともに、会場や学習内容に合わ
せて定員を設定します。

参加対象者に合わせて、時間や回
、 。数 開催曜日や時刻を設定します

学習内容、参加人数、参加対象者
に合わせて設定します。

参加者に期待される結果ないし学
習成果を表記します。学習後の学
習者の姿をイメージし、焦点を絞

って多くの参加者が達成可能な目
標にしましょう。

事業全体の構想がイメージできましたら、いよいよ学習個別

プログラムを具体化していく作業に入ります。

ここでは、グループや団体の活動や地域活動において人権教

育を担う団体運営や地域活動に取り組む指導者研修を例に、

作成のポイントを紹介していきます。

○○町人権教育個別事業計画（学習プログラム）

学 習 プ ログ ラ ム全 体構 想 例

1997参考 『人権に関する学習のすすめ方』 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター

2002『学習プログラム立案の技術』 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター
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ここ からは 、学 習プ ログラ ムの 全体 構想に 基づ いて 、学習 目標 を達 成する ための 具体的

な 学習 活動を 編成 する 、学習 プロ グラ ム展開 の組 み立 て方の ポイ ント につい て述べ ていき

ます 。

、 。 、こ の学習プロ グラムの展 開部分は 学習目標の 達成に大き く関係する ところです また

学 習者 が取り 組む 学習 内容、 学習 方法 、講師 等に つい て具体 的に 明記 し、実 際の学 習の流

れ を伝 えると ころ でも ありま す。 内容 の充実 と魅 力あ る展開 を組 み立 てるこ とが求 められ

ます 。

研修計画をつくるために

学習プログラム作成の手順
(3) 個別事業計画を立てる～展開の組み立て方～

Ⅰ-3

学習目標に沿って

学習テーマどんな

と にすれ学習内容

ばよいのかな？

も工夫したい学習方法

けど、どんな学習方法

があるのかしら？

講師どんな方を

にお願いすれば

よいのかな？

学習目標を達成するために、どのような知識を学んだり、技能を高めたりするこ

とが必要かを考えます。例えば、偏見や差別など人権一般に関すること、女性、

子ども、障害者など様々な人権課題に関すること、コミュニケーション能力など

人権スキルに関することなど、その一つ一つが学習内容になります。

地域の実情や学習者の意識や生活状況、また学習経験やレベルに合わせて、何を

取り上げるべきか、取り上げた学習内容をどのような順序で構成、配列するかを

十分検討することが必要です。

学習テーマは、各回ごとの学習のねらいや学習内容を分かりやすく表したもので

す。あまりかたくならず、親しみやすい学習テーマを付ける工夫も必要ですね。

○プログラムの展開

回 学習テーマ 学 習 内 容 学習方法 学習支援者 備考

人権を身近な ○「人権」とは何か 講話 学識経験者

１ ものにするた ～私たちのまわりの人権～

めに

ノーマライゼ ○参加体験型による人権学習① ワークシ 社会教育主事

２ ーションの社 ～障害者の人権～ ョップ

会を目指して

心豊かな高齢 ○参加体験型による人権学習② ワークシ 社会教育主事

３ 社会を築くた ～高齢者の人権～ ョップ

学 習 内 容 に つ い て
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○講話、講義

○パネルディスカッション

○シンポジウム

など○ディベート

※知識の獲得や問題に対する理解を深めるの

に有効です。

※課題意識を明確にして聞くことが大切で

あり、聞くポイントの説明があると効果的

です。

○ブレーンストーミング

○各種フォーラム

・フィルムフォーラム

など・レクチャーフォーラム

※参加者の話合いによって、問題やテーマに

ついて意見交換、情報交換等を行うことに

より、問題解決の方法を検討したり考えを

深めたり、話合いの結果を行動に移すきっ

かけにします。

○フィールドワーク

○見学

など○ビデオ視聴

※実物を見たり、触れたりすることによって実

感を高めることができ、理解を促進すること

ができます。ＴＶ、ＶＴＲ等の機器の利用も

考えられます。

○アサーティブトレーニング

○ロールプレイング

など○実習、実技

※参加者がある役割をもって演技したり、コミ

ュニケーションの在り方についてトレーニン

グなどを行うことなどによって学習課題に迫

ります。

学習 方法の 選択 は、 学習プ ログ ラム の展開 を組 み立 てる上 で、 学習 内容の 選択・ 配列と

とも に重要な作 業です。

まず 、学習 内容 に適 した学 習方 法を 検討し 選択 しま す。ま た、 講義 中心や 実習・ 実技中

心 のプ ログラ ムだ けで なく、 学習 者の 学習意 欲を 高め るよう 、多 様な 学習方 法を選 択して

組み 合わせるこ とも大切で す。

H10.3参考 『社会同和教育指導資料－参加体験型人権学習の実際－』 栃木県教育委員会事務局生涯学習課

では、実際にどんな学習方法があるかそのいくつ

かを紹介します。

それぞれの学習方法のよさを理解し、学習者の立

場に立って、ねらいを達成するために最も効果的

と思われる学習方法を選び、組み合わせてプログ

ラムを作成することが大切です。

学 習 方 法 に つ い て

話 す こ と を 主 と す る 方 法

見 る こ と を 主 と す る 方 法 実 践 す る こ と を 主 と す る 方 法

聞 く こ と を 主 と す る 方 法
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人権 教育推 進の ため の指導 者は 成人 の方々 です 。そ のため 、成 人の 学習者 の特性 を踏ま

えて 学習方法を 選択するこ とが、より よい学習プ ログラムづ くりにつな がります。

2001参考 『学習プログラムの革新－学習者がつくる学びの世界－』白石克己・金藤ふゆ子・廣瀬隆人編 ぎょうせい

 
成 人 の 学 習 者 の 特 性 を 考 え る

 
成人の学習者 の特性

◇自己管理的、自己中 心的である

◇蓄積された経験を学 習資源とする

◇即効的な学習の効果 を求める

◇自分に対する過小評 価、恐怖心とプライドがある

◇学習イメージ、学習 スタイル、参加動機が多様で ある

・学習者が意志決定で きる場面をつくりましょう

・これまでの経験や学 んできたことを大切にしまし ょう

・気付きやふりかえり を促していきましょう

・ 分 か ら な い 、 で き な い と い う 恐 れ や 不 安 が あ る こ と を

理 解 し 、 プ ラ イ ド や 人 間 と し て の 尊 厳 を 大 切 に し ま し

ょう

成人の学習者の特性から、参加体験型学習（ワークショップ）が

有効な学習方法の一つと考えられます。

参加体験型学習は、学習者が主体的に学習し、参加者の意志決定

が尊重されます。また、グループでの話合いなどでは、参加者の

経験や知識を引き出しながら学習が展開されます。例えば、人権

学習において「人権」や「偏見や差別」といったものを扱った場

合にも、学習者の経験を生かしたり体験を通したりして効果をあ

げています。

さらに、成人の学習者は、不安とプライドをもって学習に参加し

ています。学習が始まるときには 受容的な環境、雰囲気をつく

る工夫も大切です。また、各種の参加体験型の手法を取り入れな

がら、学習内容や学習者の特性に応じて学習方法を選択すること

が望まれます。
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学習 支援者 を設 定す るに当 たっ ては 、まず 、事 業の 目的、 学習 対象 者、参 加人数 ・学習

方 法、 予算等 との 関連 性を十 分考 慮す ること が大 切で す。例 えば 、人 権につ いての 正しい

知 識と 理解を 身に 付け る研修 、活 動を 通して スキ ルア ップを 図る 研修 、学習 者同士 が情報

、 。交換 したり協議 したりする 研修など その目的に よって学習 支援者の役 割も違って きます

さ らに 、学習 支援 者は 、研修 内容 につ いて十 分な 知識 、技術 、指 導力 を有す ること が望ま

れま す。

○ 指導 者の 情報は 、日 ごろ からの 情報 収集 が重 要です 。論 文・ 著作物 、新 聞・テ レビ

など から の情報 や様 々な 研修会 に参 加し 、直 接に話 を聞 くこ とも大 切で す。ま た、

他の自治体 の事業担当 者や教育事 務所等との 情報交換も 有効です。

○ 人権 教育 に関連 した 研修 を修了 した 方々 に、 講師と して 活躍 してい ただ くこと は、

学ん だ成 果を生 かす とい う生涯 学習 の観 点か らも、 地域 の交 流活動 を促 進する とい

う面 から も重要 です 。こ うした 地域 にお ける 活動の 場を 積極 的に提 供す ること が、

人権が尊重 された地域 づくりにも つながりま す。

○ 市町 村職 員自ら が指 導者 ・推進 者・ 講師 であ るとい う意 欲と 自覚を 高め ること が大

切で す。 進んで 研修 会に 参加す るな ど、 人権 意識を 高め スキ ルアッ プを 図って いく

ことが重要 です。

学習支援者とは、いわゆる「講師 「ファシリテーター」を」、

はじめ 「企画立案者 「学習者」等の役割を果たす人も含め、 」、

ます。すなわち、従来の「教える－教えられる（指導者－学

習者 」という関係ではとらえきれない、様々なスタイルで学）

習を支援する人たちを指します。具体的には、学識経験者、

、 、 、 、社会教育主事 社会教育指導員 市町村職員 団体スタッフ

ボランティア等が挙げられます。

研修が充実したものになるには、この学習支援者の役割がと

ても重要な要素です。

ここでは、どんな方にお願いするか、また、お願いするとき

のポイントについて述べていきます。

学習支援者について

2002参考 『学習プログラム立案の技術』 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター



- 14 -

子ども会育成会指導者のための人権感覚スキルアップ講座】【

○学習目標

様々な体験活動を通して、指導者としての資質を高めるとともに、好ましい

人間関係を築いていくコミュニケーション能力を高める。

○プログラムの展開

回 学習テーマ 学 習 内 容 学習方法 学習支援者 備考

１ 私から変わって ○仲間づくり アイスブレー 事業担当者

みよう キングﾞ 青少年団体指導者

○リーダーの在り方について 講義

２ 豊かな人間関係 ○豊かな人間性を育てるために ワークショップ 社会教育主事

（ ）をつくろう アサーティブ・トレーニングを通して

一人一人が尊重 ○これからの活動に向けて グループ協議 人 権教育研修3
された社会づく ○これからのリーダーに求められるも 講話 修了者

りを目指して の 関係部局職員

共に生きる地域づくりセミナー】【

○学習目標

人権が尊重された地域づくりのために、地域指導者として取り組むべき

課題に気付くとともに、人権意識の高揚を図る。

○プログラムの展開

回 学習テーマ 学 習 内 容 学習方法 学習支援者 備考

１ 身近なところか ○しきたりや風習から人権に 講話 学識経験者

ら人権を考えよ ついて考える 社会教育主事

う ○人権意識を高めるために ワークショップ

２ 明るい社会づく ○共生の社会づくりのために 講話 関係部局職員

りと私たち ○学習をふりかえって グループ協議 社会教育主事

団体 運営や 地域活動に 取り組 む指導者 のための 研修プロ グラム（ 例）

新たに研修を立ち上げるのではなく、ＰＴＡやスポーツ少年団指導者、子ども会育成会指導者、家庭教育オピニ

オンリーダー、社会教育指導員など、これまでにも市町村で行われてきた研修の場を生かし、児童虐待問題から

子どもの人権について考えたり、国際交流事業の中で外国人の人権について考えてみるなど、人権課題とのかか

わりについて考えられるような工夫をしてみましょう。

学習プログラムを編成するときには、これまで述べてきたように、研修のねらいや学習者

の対象、人権問題の内容、学習方法等を考慮して工夫することが大切です。ここでは、団

体運営や地域活動に取り組む指導者のためのプログラム例を紹介します。プログラムの企

画・立案に当たっては、生涯学習（社会教育）課・公民館職員のほか、人権教育に関連し

た研修の修了した方や家庭教育の支援に携わっている方々にも参画していただくことによ

り、大変魅力的なプログラムになります。

コミュニケーシ

ョン能力を高め

るためには、参

加体験型学習を

活用して、具体

的な人権スキル

を身に付けてい

くことが大切で

す。

ワンポイントアドバイス

私たちの身の回

りにあるいろい

ろな差別を後世

に引き継がない

、 、ためには まず

気付かないうち

に身に付いてし

まう「差別する

心」をなくして

いかなければな

りません。

学習プログラム展開例
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【人権教育指導者専門研修プログラム】

○学習目標

人 権教 育 の指 導 者 とし て 、効 果 的な 研 修 の在 り 方に つ い て研 修 する と とも に、

内 容 ・方 法 につ い て 、体 験 的・ 実 践的 手 法 を取 り 入れ る な どの 創 意工 夫 を図 り、

人権教育の指導者としての資質の向上を図る。

○プログラムの展開

回 学 習 テ ー マ 学 習 内 容 学 習 方 法 学 習 支 援 者 備考

１ 人権って何だろう ○ 人権について考える ブレーンストーミ 事 業 担 当者

○ 人権についての基礎知識 ングﾞ・ＫＪ法

講 話 学 識 経 験者

２ 様々な人権問題 ○ ｢同和問題｣の映画を視聴する フィルムフォーラム 団 体 役 員

について考えよう ○ 高齢者疑似体験・アイマスク グ ル ー プ 演 習 ・ 社 会 福 祉協

・車椅子体験を行う。 協議 議 会 職 員

３ 人 権 が 尊 重 さ れ ○ 学習 立案のポイント 講 話 社会教育主事プログラム

た ま ち づ く り の ○ 人権教育啓発推進事業の企画1

ために ・プログラムの作成 グ ル ープ 演 習Part１

４ 人 権 が 尊 重 さ れ ○ 人権教育啓発推進事業の企画2 グ ル ープ 演 習 社会教育主事

た ま ち づ く り の ・プログラムの作成

ために ○ 学習をふりかえって グ ル ープ 協 議Part２

【ファシリテーター養成研修プログラム】

○学習目標

ファシリテーターとして、参加体験型学習のプログラムの立案・実践が

できる資質と能力を養う。

○プログラムの展開

回 学 習 テ ー マ 学 習 内 容 学 習 方 法 学 習 支 援 者 備考

１ フ ァ シ リ テ ー ○ コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン づ く り ワークショップ 専 門 家

タ ー と は ○ 参 加 体 験 型 の プ ロ グ ラ ム を

体 験 し よ う

○ フ ァ シ リ テ ータ ー の 心 得

２ ワ ー ク シ ョ ッ ○ 効 果 的 な プ ログ ラ ム と は ワークショップ 専 門 家

プ を プ ロ グ ラ ○ フ ァ シ リ テ ート の ポ イ ン ト

議ミ ン グ し よ う ○ 相 互 評 価 と ふり か え り グ ル ー プ 協

人権 教育・ 啓発事業に 携わる 指導者の ための研 修プログ ラム（例 ）

人権教育・啓発事業に携わる指導者のための研修プログラムとしては、

研修・啓発事業の企画・立案に携わる指導者の養成研修、公民館等の講

座で講話をしたりする指導者養成研修、ワークショップ等を進行するフ

ァシリテーターの養成研修などが考えられます。

ファシリテー

ターとは、学

習を盛り上げ

る・促進する

・手助けをす

る役割を担っ

ていることを

自覚すること

が大切です。

人権が尊重さ

れた町づくり

には、指導者

の人権意識を

、高めることと

学んだ成果を

互いに発揮し

合う場を提供

することが大

です。切

ワンポイントアドバイス

人権教育・啓発に携わる専門性をもった指導者の養成は、人権教育の推進を図る上で大切なことです。市町村で

もぜひ取り組んでいきたい内容です。また、人権に関する事業を把握し、他部局と連携して研修を実施すること

も視野に入れましょう。

1997参考 『人権に関する学習のすすめ方』 国立教育政策研究所社会教育実践研究センター



- 16 -

（ 、 、 、 、 ）人 権に関する 主な相談機 関 子ども 女性 性 感染症 犯 罪被害など えせ同和 行為等

い じめ相談さ わやかテレ ホン 性に 関する相談 ～健康増進 課

テ レホン児童 相談 県健 康福祉セン ター、宇都 宮市保健所

中 央・県南・ 県北 児童 相談所 栃木 県消費生活 センター

と ちぎ女性セ ンター（パ ルティ相談 室） 栃木 県弁護士会

婦 人相談所 外国 人のための 人権相談

犯 罪被害者相 談～県警察 本部 ～東京 法務局

そ の他の人権 に関する関 係機関

教 育委員会事 務局総務課 人権教育室

教 育委員会事 務局生涯学 習課ふれあ い学習担当

生 活環境部人 権同和対策 課

宇 都宮地方法 務局人権擁 護課 （ 他６支局）

研修計画をつくるために

相 談 窓 口 紹 介

028-626-3183県教育委員 会事務局 河 内 教 育 事 務 所

0289-62-7167県教育委員 会事務局 上都賀教育事務所

0285-82-3324県教育委員 会事務局 芳 賀 教 育 事 務 所

0282-23-3422県教育委員 会事務局 下都賀教育事務所

0287-43-0176県教育委員 会事務局 塩 谷 教 育 事 務 所

0287-23-2177県教育委員 会事務局 那 須 教 育 事 務 所

0287-82-2909県教育委員 会事務局 南那須教育事務所

0283-23-1471県教育委員 会事務局 安 足 教 育 事 務 所

028-665-7206学習情報セ ンター（総合教育センター ）

028-665-7200県視聴覚セ ンター（総合教育センター ）

と ち ぎ レ イ ン ボ ー ネ ッ ト栃 木 県 学 習 情 報 提 供 シ ス テ ム

http://www.rainbow-net.pref.tochigi.jp./

Ⅰ-4

、 、学習プログラム 講座の企画・立案

運営、講師紹介、視聴覚教材など相

談はまずこちらまで


